





































































































子法は、「カル・チク・ヤン・スム（Gar Thig Yangs Sum）」から成る。カルは様々な儀礼の踊りを意味し、チ
クはマンダラの作製や画描きなどの職業訓練を意味する。ヤンは儀礼的読経や、様々な楽器の使用を意味する。こ
れらは、世界の他のところで広まっている他の諸伝統と比べて、独特でユニークなものである。
儀礼と易行
我々ブータンの伝統における儀礼の業務はとてもユニークで広範囲にわたる。我々は、世界の他のどの伝統とも
独特に異なって実践される 17巻以上の儀礼テキストを持っている。楽器やそれらの用い方も、チベットの伝統の
それとすら、概して異なっている。チベットとは多くの儀礼文献を共有するものの、音楽のリズムやメロディーは
独特に異なっている。これらは 17 世紀、ブータンの父シャプドゥン・ンガワン・ナムゲルと最初の統治者ゲル
セ・テンジン・ラプゲーの治下で発展した。
ダルマ（法）は、すべての生き物の心にある執着、怒り、無知などといったような汚れを浄化する道である。そ
れは終わりなき輪廻の苦しみから生き物を解放する方法であり、彼らを悟り、つまり永遠なる至福の状態へと導
く。
苦しみは、この世で非常に多くの異なった形態をとり、それを止めるために出来ることは少ないと感じられる。
病気、老いや死以外にも、戦争や環境災害や貧困がある。私たちの心あるいは内面の意識は、かき乱す感情によっ
て常に悩まされている。ゆえに、生き物として、私たちは、奇跡が起こってこれらすべての悲惨さが、幸福と平和
な世界に変わることを願っている。
金剛乗の伝統によれば、これは易行（簡単な実践）によって可能である。願い祈ること、功徳を捧げること、美
徳を喜ぶことである。これは単なる善い心や善き意図を持ったジェスチャー以上のものである。誠心誠意、実践し
た時に、それらは、自分や他人といった限定された考えを超えることに導き、ゆえに、智慧と慈悲を呼び起こすの
である。儀式の間ずっと、慈悲と智慧の結合は失われない。この哲学は、実際に奇跡を起こしうる。私たちは、自
身の心の状態、一切の現象の深遠な状態、自身の感情を含む空性を見ることができる。
情動をよりよく理解した結果として、私たちは、それらを監視し変えるためのより深遠なスキルを開発する。い
つもは心をかき乱すものである情動を変え、習慣的なパターンを永続化する能力を得る。空性は現象の本質である
ので、実践を通して、空性を促進し悟ることができる。もしも空性が一切の現象の真実実際の本質でないとしたな
らば、それは幻であり、実践はいかなる結果も生まないであろう。しかし、空性は一切の現象の状態なのであり、
ゆえに、これらの儀礼の行いは、見、聞き、感じ、視覚化し、〔心の〕平穏、穏やかさを達成し、悟りを得ること
へと、実践者や、関係する人々を導くのである。
つの異なったアプローチ
ダルマの実践的な部分に話しを戻そう。つの異なったアプローチの方法もしくは手段がある。
．より下の〔生存〕領域（訳者註：人間界よりも下の、餓鬼・畜生・地獄界）を苦しみであると見て、より高い
領域へ生まれることを願求すること。これは「完全に世間的な乗（乗り物）」と呼ばれる。この実践の本質ある
いはカギとなるものは、業（カルマ）、つまり原因と結果の法則に対して強い信仰心を持つことである。
．輪廻全体を苦しみであると理解し、自己を〔そこから〕解放（解脱）することを選ぶこと。これは「基本ある
いは根本の乗」と呼ばれる。この実践のカギとなるものは三宝（仏・法・僧）への帰依（保護を求めること）で
ある。
．輪廻を苦しみと見て、すべての生きとし生けるものが〔輪廻から〕完全な解放（解脱）することを選ぶこと。
これは「大乗」の伝統と呼ばれる。この実践のカギとなる本質は、一切の生き物（衆生）に対して菩提心を起こ
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すことである。
．一切の現象や存在の本質を見て、悟りを得ること。これは「金剛乗」と呼ばれる。この実践のカギとなる本質
は、グル（師）・ヨーガもしくは献身である。
最初のつは、原因を道と捉える。それらはスートラ・ヤーナ（訳者註：経典（縦糸）の乗）と呼ばれる。番
目のものは、結果を道と捉える。これはタントラ・ヤーナ（訳者註：横糸の乗、タントラ乗）あるいはヴァジュ
ラ・ヤーナ（金剛乗）と呼ばれる。スートラのアプローチは、悟りの源泉、つまり、功徳を積むことと智慧に注視
する。タントラは、究極の達成である自己自身の心の本性を悟ることへ向けた手段や方法を扱う。
結論
周知のように、仏教は人間の本性を扱う宗教である。それは心の哲学であり、ゆえに創造の哲学である。その伝
統は、智慧と空性の哲学を、適切な推論と体系的なアプローチを通して扱う。また、私たち個々人の心の本来的な
状態を悟ることへ向けた様々な方法や手段も扱う。かくして、仏教は、音楽や読経といった力強い方法を用いるこ
とによって、人が悟りを得ることを可能とする。これらの実践に大いに励めば、この生涯の内に、完全な悟りを得
ることができる。
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